
社  会
I 教科、種目の観J点

資料作成に当たつては、共通観点の他に、学習指導要領 (平成29年 3月 )に示された各教科の目標や内容等に即して検討し、教科独自の観点を定めた。

1教育基本法の理念や第二期長崎県教育振興基本計画の趣旨・内容を踏まえて、豊かな人間性の育成を図る上での特長

教科の特質に応じて、「教育の目的」及び「教育の目標」の達成、「本県教育が目指す人間像」の育成に資する内容、構成となっているか。

ふるさと長崎の伝統。文化や歴史、自然について理解を深める学習に生かせる題材が扱われているか。

2学習指導要領の日標や内容等を踏まえてて確かな学力の育成を図る上での特長

基礎的・基本的な知識・技能を確実に習得することができるよう工夫されているか。

知識・技能を活用して課題を解決するために必要な思考力、判断力、表現力等を育成することができるよう工夫されているか。

主体的に学習に取り組む態度を身に付けることができるよう工夫されているか。

地理的分野
ア 社会的事象の地理的な見方・考え方を働かせることができるよう工夫されているかと
イ 既習事項を基に、生徒自身が設定した学習課題によつて学びを深めることができるよう工夫されているか。
ウ 我が国の国上に対する愛情や、世界の諸地域の多様な生活文化を尊重しようとする態度を養うことができるよう工夫されているか。

歴史的分野
ア 社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせることができるよう工夫されているか。
イ 既習事項を基に、生徒自身が設定した学習課題によつて学びを深めることができるよう工夫されているか1

ク 我が国の歴史に対する愛情や、国際協調の精神を養うことができるよう工夫されているか。

公民的分野
ア 現代社会の見方・考え方を働かせることができるよう工夫されているか。
イ 既習事項を基に、生徒 自身が設定した学習課題によって学びを深めることができるよう工夫されているか。
ウ 国民主権を担う公民としてt自 国を愛し、その平和と繁栄を図ることや、各国の主権を尊重し、各国民と協力し合うことについて自覚を深めることができるよう工夫されている
か 。

3学習効果や使いやすさ、見やすさ(ユニバエサルデザイン)等の観点からの表記・表現や体裁の特長

文章は、分かりやすく、質・量ともに適切な記述となっているか。

写真、挿絵、図表などは、学習意欲を高めるとともに、学習内容との関連や学習効果に十分配慮されているか。

レイアウトや色彩、文字の大きさ、挿絵の活用、紙質、製本等については、道切に配慮されているか。
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Ⅱ 選定資料利用上の留意点     、
1資料の作成に当たつては、設定した観点ごとに、特に目立った事柄を取り上げること。
2利用に際しては、全体を通して総合的に判断し、各教科書の特色をとらえるとともに、地域の実態、その他の条件を考慮して、道正な採択のための資料とすること。
3前記の観点と次表の観点、具体項目とは、対応させて読み取ること。



Ⅲ 目 社会

・ 巻頭では、軍艦島の写真 と、潜伏
キ リシタン関連遺産の地図が示 さ
れている。

・ 鎖国下の 日本について、長崎港の

絵 に解説が付 されているほか、唐
人屋敷 と出島の生活が分かる絵が

掲載 されている。
・ 原爆 について、投下後の長崎の町

の写真が掲載 されている。

山 川

1920年代の日本経済や第 1回
院議員選挙などを取り上げ、
と経済を関連させることで、
や国家の様 々な課題 に関心を
ち、積極的に解決 しようとする
度を育むことができるよう配慮

で口‐チ」のへ の

さ

れている。

「日本の諸地域」の振 り返 りの場
面 で 「私 た ち との 関わ り」 を設
け、地方の課題 と自分たちの生活
とのうなが りに 目を向けさせ る視
点を示す ことで、主体的に社会の

形成に参画す る態度を養 うことが
できるよう配慮 されている。

なつた都市に焦点をあて、地域の

歴史を取 り上げることで、我が
の歴史や文化 に対す る理解 を
め、郷土の歴史を深 く学ぼ うと
る意欲 を高めることができるよ う
配慮 されている。

の

・ 巻頭ページや I先輩たちの選択」
では、様々な分野で活躍している
人の紹介やインタビュー記事を掲
載することで、社会の形成と発展
に主体的に参画する態度を育むこ
とができるよう配慮されている。

I九州地方」の全体イメ‐ジペー

ジで、出島や長崎 くんち、五島列
島の教会群、代表的な産物 として

はまちやみかんがイラス トで紹介
されている。

図に、長崎、平戸、白之津が記載
されている。

・ 島原・天草一撲について、天草四
郎の絵 とともに、詳 しい解説が示
されている。

・鎖国下の 日本についてt出 島の内
部や唐人屋敷、朝鮮通信使や倭館
の絵が取り上げられている。

の ヨ ー ロ ッ・ 16 の

「兵器の脅威 と軍縮への努力」や
「核 を巡る世界の動 き」では、長
崎への原爆投下について記載 され
てお り、平和について理解 を深 め
る こ とがで きる内容 とな つてい

る。

帝 1国

・ 特設ページで、ヨーロッパの近代
国家の成立の過程や、女性 の人
権、ヽ一撲について取 り上げること
で、人権思想や社会の課題に目を
向け、社会の形成に積極的に参画
し、解決を図ろうとする態度を育
むことができるよう配慮 されてい

る。

く考 え よ う」 の特
ページでは、学習 した内容 を基
に、資料から課題を読み解 くこと
で、課題解決に向けて主体的に取
り組み、社会に参画する態度を高
めることができるよう配慮 されて
いる。

設「

「宇宙からとらえた 日本列島」で
は、九十九島、世界遺産を紹介 し
た特集では、長崎 と天草地方の潜
伏キリシタン関連遺産、さまざま
な自然災害では、雲仙普賢岳の噴
火が紹介されている。

・ 巻頭では、長崎 くんちの写真が私
たちにつながる歴史の例 として駁
り上げられている。

・天正遣欧使節について、使節の航
路や現地での様子が取 り上げ られ
ている。

・ 長崎の貿易の様子について、唐人
屋敷や オ ランダ商館 の絵 ととも
に、中国 とオラングを比較す る表
で示 している。         _
「自由って何だろう」では、世界
遺産である大浦天主■が紹介さ
れ、信教の自由について、歴史的
側面から考察 し、理解を深めるこ
とができるよう構成されている。

教 出

I日 本 の話 地頼 」 の地方 ご とに
「現代 日本の課題 を考えよ う」を

設 け、公害・多文化共生・ 防災な
ど持続可能な社会の実現のための

課題について紹介す ることで、生

徒 自身が社会を形成す る市民の一

人であるとい う自覚を高めること
ができるよう配慮 されている。

|九州地方」では、火山の紹介で
雲仙岳の記載がある。また、特集
ページ 「もつと地理」では、離島
が多い長崎県で活躍する ドクター

今 りを活用 した医療活動が紹介 さ
れている。

「てつは う」が写真で取 り上げら
れている。

・孫文 を支援 した梅屋庄吉につい
て、映画の発展への貢献も併せて
取り上げられている。

・ 軍艦 島について、 日本 のエネル
ギーの変遷のコーナーで取 り上げ
られている。

∵…・「紅花
・
ぢあと言ど文花亦筏割]¨

・
あ

宗教に関するページでは、長崎市
大浦地区にある寺社、教会が接す
る「いのりの三角ゾエン」の写真
が紹介されている。

のフEつ・鷹 島沖で見つ

東 書
「日本の諸地域」では、各地方の

学習内容 と身近な地域で見られる
事象 とを関連付けて考える活動を
設けることで、身近な地域の特色
や課題に関心をもち、社会参画の

意欲を高めることができるよう配
慮されている。

Ⅲ
r¨時代ぜ

・
どに鰍 耐な贅群祥寧真を

数多く掲載し、読み取らせたり、
考 えさせた りす ることで、我が国
と郷土の歴史や伝統文化 に対す る
理解 を深め、それ らを大切 に しよ

うとす る心情や態度を養 うことが
できるよう配慮 されている。

「持続 可能 な社 会 に向 け
太―ジでは、中学生が社会参画 し
ている事例を取 り上げることで、
具体例を通 して、主体的に社会参
画する意欲を高めることができる
よう配慮されている。
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Ⅲ 社会

学び舎

で、時代の特徴を他の時代 と比較
した り大観 してまとめた りして、
時代の特徴や当時の人々の暮 らし
について議論 させることで、柔軟
な発想力や創造性を育むことがで
きるよう配慮されている。

・朝鮮通信使について、対馬藩の儒
学者・雨森芳洲が取 り上げられて
いる。

,長崎での交易について、 「蘭館絵
図」が取り上げられている。

・原水禁運動 とのかかわ りから「高
校生一万人署名活動」について紹
介されている。

育鵬社

その章で学ぶ内容に関する課題に
取 り組むことで、社会や国家の諸
課題を認識 し、自ら主体的に社会
の形成に参画する意欲を高めるこ
とができるよう配慮されている。

くした歴史上の人物について取 り
上げ、その人物を通 して当時の社
会を考えさせることで、我が国と
郷土の歴史や伝統文化に対する理
解を多面的・多角的に深めること
ができるよう配慮されている。

り口」において、

。国家、社会、文

投下後の様子の 2か所で取 り上げ
られている。

・元軍の進路の地図中には、対馬 と
壱岐が記 されている。

。現代の章のは じめには、佐世保で
建造 された当時世界一のタンカー

日章丸の写真が取 り上げ られてい

る。

と原の浦上天主堂が、

I身近な祭 りを調べてみよう」に
おいて、 日本各地の有名な祭 りの
一つ として、 「長崎くんち」が地
図上に紹介されている。

自由社

において、学んだ内容に関連する
社会が抱える課題を示すことで、
持続可能な社会の形成や国
の発展に主体的に参画する態度
育む ことができるよ う配慮 されて
いる。

とめのの 展 」の

「地方 自治 と防災」では、戦後 日
本を襲うた主な自然災害 として、
諌早豪雨 と長崎大水害が紹介 され
ている。

日 文

。 「
日本の諸地域」の学習のま とめ

に 「アクティビティ」を設 け、環
境保全 。地域活性化 P防災な ど、
各地方の課題への取組 を提示す る
ことで、生徒たちが住む地域の課
題 に 目を向けさせ、社会参画の意
欲 を高めることができるよう配慮
されている。

・ 巻末の 「歴史 との封話 を未来に生
かす」で(災害、政治参加、世界
平和の視点 ごとに、先人の取組 を

踏まえて現代の課題を考え
で、社会の諸課題を自分事
捉え、積極的に解決 しよう
態度を育むことができるよ
されている。

。「明 日にむかつて下私たちの地域
参画―とでは、身近な地域の課題
を考える活動や将来について考え
る活動を設けることで、社会参画

1今の意欲を高めることができるよ
う配慮されている6
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I九州地方」では、 1日 然東境 を
テーマに」 とい う学習の関連資料
として、大型客船 を建造す る長崎
市の造船所の写真が掲載 されてい

る。

・元寇について、鷹島神崎遺跡の元
の軍船の写真が取 り上げられてい
る。

・活版印刷につぃて、本木昌造が近
代印刷技術の基礎をつくつた人物
として取り上げられていると   ｀

・梅屋庄吉について、コラムにおい
て国際交流の視点で取 り上げられ
ている。

「世界の軍縮 と日本の役割」の中
で、長崎市で開かれた平和首長会
議が取 り上げられ、核廃絶へ向け
た取組が紹介されている。
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Ⅲ 社会

山 川

・ 単元 「身近 な地域 を調 べ よ う」
で 、 テ ~マ 設 定 、 文 献 調 査 、
フィール ドワーク、 レポー ト及び
スライ ド作成等の手順 を詳細に示

すことで、調べまとめる技能を習
得することができるよう工夫され
ている。

Iス テップアップ」や章末のまと
めで、社会的事象を比較 した り、
関連を見いだ した りすることで、
思考力、判断力、表現力等を育成
することができるよう工夫 されて
いる。

「説明しよう」では、学習課題に
関する内容を説明する場面を設定
することで、学習で得た知識・技
能を活用 し、思考力、判断力、表
現力等を育成することができるよ
う工夫されている。

・ 章末のま とめで、時代の特色 を説
明す る場 を設定す ることで、思考
力、判断力、表現力等 を育成す る
こ とがで きる よ う工夫 され てい

る。              |

`「 技能 をみが く」の コラムを設
け、 ロールプ レエイ ング、デ ィ
ベー ト、K」法を実践事例 と共に紹
介することで、知識 ,技能を活用
し、思考力、判断力、表現力等を
育成することができるよう工夫 さ
れているも

帝  国

「技能をみがく」ではヽ写買の読
み取 り方や地図やグラフの読み取
り方、地域調査で役専つ地形図の

使い方などを示すことで、地理の

学習に必要な調べまとめる技能を
習得することができるよう工夫 さ
れている。

「技能 をみが く」 として様 々な
テーマを設定 し、情報収集・文献
の読み取 りとレポー ト作成・発表
な どの手順 を具体的に示す こと
で、調べまとめる技能を習得する
ことができるよ う工夫 されてい

る。               
‐

「章 を振 り返 ろ う」のベージで
は、学習 した語句や内容を確認す
る問題 を設定す ることで、基礎
的・基本的な知識・技能を習得す
ることができるよう工夫 されてい
る。

教  出

冒頭の I地理にアプローチ」で小
学校で学習した地図やグラフの読
み取 り方を確認 させるとともに、
「地理の技」 「地域調査の手引
き」を設定することで、調べまと
める技能を習得することができる
よう工夫されている。

掲示、また、毎時間ごとに学習
振 り返る「確認」と学習内容を
明する「表現」を示すことで、
礎的・基本的な知識・技能を習
す ることができるよ う工夫 されて
いる。

スケール」「学習課題」 「
の ル 」

を

・各章の終わ りの 「学習のまとめと
表現」では、学習内容の定着度を
確認するための問題を提示するこ
とで、基礎的・基本的な知識・技
能を習得することができるよう工

夫されている。
「表現 !」 や 「読み解 こ う」で
は(表 や地図な どの資料 を参考
に、考えを述べる場面を設けるこ
とで、思考力、判断力、表現力等
を育成することができるよう工夫
されている。

後に年表をま とめた り、地
図で確認 した りすることで、思考
力、判断力、表現力等を育成する
こととができるよ う工夫 されてい
る。

。「言葉で伝え合お う」の特設ペー
ジでは、既習事項を基に、自身の
考えをまとめた り、発表や討論を
行つた りすることで、思考力、判
断力、表現力等を育成することが
できるよう工夫されている。

東 書

「地理スキル `ア ップ」では、
「集める」 「読み取る」 「まとめ
る」の側面から、図、グラフの読
み取 り方や統計資料の使い方など
を示すことで、地理の学習に必要
な調べまとめる技能を習得するこ
とができるよう工夫されているこ

重要語句 の確認 を行 う
「チェック」 と、要約や説明を行
う言語活動の 「トライ」、巻末の
「用語解説」で、重要な用語 を解
説 して示す ことで、基礎的・基本
的な知識 を習得することができる
よう工夫されている。

学習 した

i各章末の 「学習をふ り返ろう」で
は、用語の解説や事象の関連性を
図式化 して示すことで、基礎的・

基本的な知識・技能の定着を図る
ことができるよ う工夫 されてい
る。
Iト ライ」や I探求課題」 I考 え

る」、章末の 「資料か ら発見」を
設け、知識 。技能を活用 して、考
えを述べる場面を多 く設定するこ
とで、思考力、判断力、表現力等
を育成す ることができるよう工夫
されている。

・ 草末の |ま とめの活動」で考えを
整理す る場を設定 した り、 「みん

なでチャレンジ」で 「話 し合い」
の場を設定 した りす ることで、思
考力、判断力、表現力等を育成す
ることができるよ う工夫 されてい

る。

|み んなでチャ レンジ」の コー

ナーを設け、グループでの対話的
な活動ができるよう配慮するとと
もに、多様 な思考 ツール を用い
て、学習内容を考察することで、
思考力、判断力、表現力等を育成
することができるよう工夫されて
いる。
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Ⅲ 社会

学び舎

I歴史を体験する」で、絵画資料
の読み取 りや フィール ドフ十ク、
糸紡 ぎ体験、聞き取 り調査な ど、
手順 を具体的に示す ことで、調査

活動の技能 を習得す ることができ
るよう工夫されている。

り、発表 した りする活動を促すこ
とで、思考力、判断力、表現力等
を育成することができるよう工夫
されている。

とめ
課題 ためとま1こ章

と

文

」

を

ま

習

の

学し定

育鵬社

「虫の目で見る○○」の項目で、
わが国の歴史の流れを把握 し

くす るとともに、 「学習のま と
め」に、年表 (地図、グラフな
を用いた問題を多く配置 し、
的・基本的な知識・技能を習
ることができるよ う工夫 されてい

る。

各章末の 「学習のま とめ」で
チエンク方式によつて重要語句
確認 を促す コーナーを設 けること
で、基礎的・基本的な知識・

を習得することができるよ う
されている。

」の の 目で見 るめ の

は 、

設定 し、追究 させ ることで、
力、判断力、表現力等を育成する
こ とがで きる よ う工夫 され てヤ
る。

け、ロールプレイングやディベ

トなど他者 と議論する方法や意
の整理の仕方などを紹介すること
で、思考力、判断力、表現力等
育成す ることができるよ う工夫 さ
れている。

`まけ
ン

課 題る

で

か

」

し問

イ

に

ム

徒生らか料資

」 の コース ツル

「ここがポイン ト」で各単元の要
点 を簡潔 にま とめ る と ともに、
「学習 のま とめ」 で 「 3つ の問
題」を設定す ることで基礎的・基

本的な知識 。技能を習得す ること
ができるよう工夫されている。

「や つてみ よ う」の コーナーや
「アクティブに深めよう」のペー
ジを設け、自分の考えや意見をま
とめ、表現す る活動 を行 うこと
で、思考力、判断力、表現力等を
育成することができるよう工夫 さ
れている。

自由社

・ 本文では、基本用語 を平易な語句
で分 か りやす く説 明す る ととも
に、編末の 「学習の整理 と活用」
において、既習の歴史的事象 を年
表や 地 図 を用 いて確認 す る こ と
で、基礎的・基本的な知識 を習得
す ることができるよ う工夫 されて
いる。

。本 文 見 開 き ご とに 「確 認 コー
ナー」を設けることで、学習の終
わりに基礎的・基本的な知識・技
能の定着をねらいとした学習を行
うことができるよう工夫されてい
る。       フ

・ テ~マ ご とに取 り粗 む Iチ ャ レン

ジ地理」 で は、表や グラフを読 み

取つててまとめた り表現 した りす
るための課題を設定することで、
知識・技能を活用 して思考力、判
断力、表現力等を育成することが
できるよう工夫されていると

・ 単元の最後 に 「学習の整理 と活
用」を設け、構造的な年表や表に
ま とめることで、思考力、判断
力、表現力等を育成することがで
きるよう工夫されている。

「ア クテ ィ ビテ ィ」 の コー

は、現代社会の見方・考え方を働
かせて考察す る問いを設 けること
で、課題解決的な学習を促 し、思
考力、判断力、表現力等を育成す
ることができるよ う工夫 されてい

る。

ナーで

日 文

Iス キル UP」 では、地図、続計

資料、写真の活用の仕方などを解
説 した り、問いや活動を促 した り

することで、調べま とめる技能を

習得す ることができるよ う工夫 さ
れている。
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Ⅲ 社会

山 川

・学習のはじめに、問いを示 して学
習課題を意識 させ、学習の終わ り
に、学習をまとめた り、学びを深
めた りする課題に取 り組ませる流
れで構成す る

!こ
とで、見通 しを

もつて主体的に学習に取 り組むこ
とができるよう工夫されている。

帝  国

「世界の諸地域」 と 1日 本の諸地
域」の冒頭に、 2ページにわた り
州や地方の写真を配置 し、位置を

調べるコーナーを設けることで、
生徒が主体的に学習に取 り組むこ
とができるよう工夫されている。

章は じめの 「タイム トラベル」
で、 「前の時代 と比べて特色を考
えよう」を提示 し、歴史のつなが
りや、それぞれの時代の特色につ

いて(既習事項 と関連付け
で、課題意識をもつて学習
組むことができるよう工夫
V｀ る。

と

り

て

こ
取

れ

る

に
さ

「学習課題」 「確認 しよ う」 I説

明 しよう」のマ~ク が付 けられ、
それぞれに具体的な課題や問いを

とで、主体的に学習に取 り
とができるよう工夫されて掟

掟
る。

示
組

い

の
な
示
に
さ

「歴史の技」 I読 み解 こ う」
ヨーナーでは、主題図やグラフ
ど、様々な資料の読み取 り方を
す ことで、生徒が主体的に学習
取 り組むことができるよう工夫
れている。

・ 導入資料 「L00K」 や、題材名 の下
に 「学習課題」を示す ことで、生

徒 が見通 しをもつて学習を進める
こ とがで き るよ う正夫 され てい

る。

教  出

I地理の窓」を通
~且

設け、字習内
容に関連 したコラムを紹介するこ
とで、社会的事象への興味・関心
を高め、生徒が主体的に学習に取
り組むことができるよう工夫され
ている。

・ 章のは じめに、時代 を表す資料 と

探求課題 を示す とともに、章末
に、基礎・基本のま とめを設定す
ることで、課題解決的な学習を行
うことができるよう工夫 されてい

る。

。見開き 2ページを、 1導入資料」
「学習課題 」、学習 を振 り返 る
「チエンク&ト ライ」の流れで構
成することで、見通 しをもつた学
習活動ができるよう工夫 されてい

る。

東 書
「地理にアクセス」のコーナーを

適宜設 け、学習内容に関連 した話
題や写真、図などを提示すること
で、地理的事象への興味・関心を
高め、生徒が主体的に学習に取 り
組むことができるようI夫 されて
いる。
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Ⅲ 社会

・ 各項 目のタイ トル を生徒の疑間を

引き出す よ うな表現にするととも
に、 「歴史を体験す る」では、調
べ るテとマや体験の例を示す こと
で、生徒が主体的に学習に取 り組
む ことができるよう工夫 されてい

る。

学び舎育鵬社

・ 章の終わ りの 「歴史のターニング
ポイン ト」では、下つの歴史的事
象に焦点をあてて課題 と資料を示
すことで、関心や意欲を喚起する
ことができるよ う工夫 されてい
る。

「や つてみ よ う」の コーナーで
は、本文1の学習に関連 した課題解
決的な学習課題を説けることで、
学習を振 り返るとともに、発展的
課題に主体的に取 り組むことがで
きるよう工夫されている。

自由社

「ミニ知識」のコーナーで、生徒
の興味 。関心を高める内容を多 く
示す ことで、生徒が主体的に調べ

学習な どに取 り組む ことができる
よう工夫されている。

口 文

「 トライ」 「深 めよ う」の コー

ナーを適宜設け、学習内容に関連
した問いや活動 を提示す ること
で、社会的事象への関心を高め、
生徒が主体的に学習に取 り組む こ
とができるよう工夫されている。

「アクティビティ」では、学習の

流れをス■‐ルステンプで示すこ
とで、時代の特色を生徒が主体的
に捉えることができるよう工夫さ
れている。

。現代社会の課題 を考 える Iチ ャレ

ンジ公民」のコーナーを設 け、生

徒が身近に感 じる課題 を提示 し、
その解決を図ることで、主体的な

学習を促すよう工夫されている。
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Ⅲ 目 社会

山 )||

・章末の 1学 習を振 η返ろう」で
は、「地理的な見方・考え方を働
かせて説明しよう」を設け、グ
ループで意見を交換する場面を設
定することで、学びを深めること
ができるよう正夫されている。

「身近な地域の調査」では、テー
マの設定、調査の方法、表現の仕
方を実際の写真やポスターを参考
に、生徒 自身の課題解決を促すこ
とで、学びを深めることができる
よう工夫されている。

1世界の話地朝」の振 り返 りの場
面で 「持続可能な社会に向けて考
えよう」を設け、各州の課題 と地
球規模の問題 との関連について示
すことで、世界各地の多様な社会
への理解を深めることができるよ
う工夫されている。

「未来へ向けて」では、持続可能
な社会を実現するための取組を、
環境、防災、共生の視点に分けて
紹介することで、様々な視点から
我が国や国際社会への理解 を深
め、多様な生活文化を尊重 しよう
とする態度を養 うことができるよ
うI夫されている。

帝  国

「地理的な見方・考え方」につい

て事例 を挙 げて説 明す る ととも
に、地図や本文、図などで位置や

分布 を示 した り、!写真 を比較 させ

た りす ることで、地理的な見方・

考え方を働かせ ることができるよ

う工夫されている。

「アフリカ州」の学習では、節の

問いで 「特定の産物 に頼 る経済
が、地域にどのような影響を与え
ているか」 と提示することで、地
域に見 られる課題を多面的 。多角
的に把握することができるよう工

夫されている。

・章末の 「
学習のまとめと表現」で

は、 「表現 しよう」とともに「意
見を交換 しよう」を設け、グルー

プで議論する場面を設定すること
で、段階的に学びを深めることが
できるよう工夫されている。

・ 特集ページ 「地域か ら世界を考 え
よ う」 「現代 日本の課題 を考 えよ

う」では、様々な分野における取
組 を知 り、調べ、考え、表現す る
活動 を設定す ることで、学びを深
めることができるよ う工夫 されて
いる。

I世 界 の話地域」 の各州 の 冒顕
で、学習 テーマだ けで な く、環
境 。人 口・食料問題な ど各州 と持
続可能な開発 目標 とのかかわ りに
ついて も提示す ることで、国際社
会への理解 を深 めることができる
よう工夫 されている。

「世界の諸地域」の各州に設けら
れた 「地域から世界を考えよう」
の中で、文化の多様性や紛争、国
際平和に関する内容を掲載するこ
とで、世界の諸地域への理解を深
めて多様な生活文化を尊重 しよう
とする態度を養 うことができるよ
う工夫されている。

教  出

I地理的な見方・考え万」で、字
習の視点をキャラクターの吹き出
しを用いて提示することで、地理
的な見方・考え方を働かせること
ができるよう工夫されている。

ア J11ヽ十」の学習では、学
「なぜ他地域 との関係
か」 とす ることで、歴

人たの生活 にっいて考
ができるよ う工夫 され

二
を

た

と

と

「ォセア

習テーマ

が強まっ

史的背景
察するこ

ている。

・ 章末のま とめ 「みんなでチャレン

ジ」では、既習事項 と関連 した課
題 を設定す ることで、お互いの意
見を交換 しなが ら学習活動を行 う
場面を設 け、学びを深 めることが
できるよう工夫 されている。

・各章末では 「探求の不テップ」を
設け、既習事項を基に人々の生活
の特徴や違いを考え、表現する場
面を設定することで、学びを深め
ることができるよう工夫されてい
る。

1世界の話地域」の学習のは じめ
に、各州の課題 と持続可能な開発
目標 を結 び付 けて提示 す る こ と
で、国際貢献の大切 さや国際社会
への理解 を深 めることができるよ

う工夫されている。

「日本の諸地域」の学習で、我が

国の歴 史 の 中で形 作 られ て きた
人々の暮 らしや、伝統産業、郷土

料理な どを取 り扱 うことで、我が

国の伝統や文化に対す る理解 と愛
情を深 めることができるよ′う工夫
されている。

東 書

!各単元の導入に、その単元で活用

する 「見方・考え方」を明示 し、
内容に応 じた写真の比較や図表ヘ

の整理等を行 う場面を設 けること

で、地理的な見方・考え方を働か
せ ることができるよ う工夫 されて
いる。

「北アメリカ州」の学習では、探
究課題のテ‐マを「移民」とする
ことで、多様な人々が暮 らす中で

発展 した産業や文化の地域的特色
について考察することができるよ

う工夫されている。
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Ⅲ 社会

学び舎育鵬社自由社日 文

・ 冒頭 「地理 との出会い」で工つの
「地理的な見方・考え方」を説明
し、各見開きページの学習課題 と
ともに 「見方・考え方 コエナ‐」
を設 けることで、地理的な見方・

考え方を働かせ ることがで きるよ

う工夫されている。

。「南アメリカ州」の学習では、追
究す るテーマに 「開発 と環境保
全」を提示するとともに、環境問
題を考察する際に、コラムを設け
ることで、様々な側面から考察す
ることができるよう工夫 されてい

る。

・ 「深めよう」では、既習事項を表
やグラフと関連付けて考えをまと
め、意見交換をする言語活動の場
面を設定することで、学びを深め
ることができるよう工夫されてい

る。

「地域調査の手法」では、既習事
項を基にテとやの設定、調査の進
め方、発表方法をグループ活動 と
して設定す ることで、生徒 自身が

定めた学習課題 をもとに、学びを
深めることができるよ う工夫 され
ている。

I世界の諸地域」 と I日 本の話地

域」の学習を基に、持続可能な開
発 目標が達成 されているか どうか

を判断させる活動を設定すること
で、国際社会や国際貢献の大切 さ
への理解を深めることができるよ
う工夫されている。

「自由研究」や 「地理 +α 」でア
フリカの紛争や沖縄戦、広島への

原子爆弾の投下などについて掲載
することで、′国際平和や共生社会
への理解を深め、多様な生活文化
を尊重 しようとする態度を養 うこ
とができるよう工夫されている。

発行者
観 J煮
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Ⅲ 社会

Iコ ラム」では、字習を深 められ
る情報を随所に設定 した り、二次

で発展的な学習を促 した
とで、生徒の課題に応 じ
深めることができるよう

「歴史入のアプローチ」では、一
つのテーマについて様々な視点か
ら歴史的背景や影響を詳 しく紹介
することで、学習を深めることが
できるよう工夫されている。

工夫 されている。

ド

こ
を

一
る
習

コ
す
学

元
り

て

I地域 か らのアプローチ」で、多
くの都市を取 り上げることで、地
域の歴史 と文化財保護 の視点か ら
考えることができるよ う工夫 され
ていると

「○世紀の世界」で、 日本 と世界
の歴史をつなぎ、グ歯―バルな視
点で歴史を学ぶ ことができるよう
にす ることで、世界各国の伝統や
文化 を尊重す る態度を養 うことが
できるよう工夫されている。

山 川

。写買・ グラフ・史料等のそれぞれ
に問いを提示す ることで、読み取
りの際に着 日したい視点や追究 し
たい内容 を把握 して、歴史的な見
方・考え方 を働 かせ ることができ
るよう工夫 されている。

「地域からのアプローチ」におい
て、それぞれの都市の特徴を、地
名・食|・ 史跡・都市のつ くり等の

様々な視点から読み解 くことで、
歴史的な見方・考え方を働かせる
ことができるよ う工夫 されてい
る。

帝  国

・本文中に 「確認 しよう」の問いを
設けることで、知識の確実な習得
を促 し、次の「説明しよう」の問
いにつなげることで、歴史的な見
方 。考え方を働かせることができ
るよう工夫されている。

・絵画資料、図版、グラフ等に 「資
料活用」ヤークを付す ことで、資

料 を活用す るための視点を示 し、
歴史的な見方・ 考え方 を働かせ る
こ とがで きる よ う工夫 され てい

る。

I歴史にグラス」では、歴史的耳
象の詳 しい説明があ り、学習をよ
り深め られ るよ う配慮す るととも
に、二次元 コエ ドを記す ことで、
生徒の課題 に応 じた情報収集 に封
応できるよう工夫されている。

「コラム～対話的な学びのために
～」では、環境、交流、人権、平
和の視点から歴史的なエ ピツー ド
を紹介することで、学習を深める
ことがで きるよ う工夫 されてい

る。

1人 物 ヨラム」 で、近代 以 降の

様々な立場の人物 を多 く取 り上げ
ることで、先人の思いや功績につ
いて学ぶ ことができるよ う工夫 さ
れている。

「未来に向けて」のコーナーで、
「エル トヮールル号のきずな」や
「日本 と中国をつないだ人々」を
取 り上げることで、互いの文化を
尊重 しヽ国際協調の精神を養 うこ
とができるよう工夫されている。

教 出

・ I歴史にアプローチ」で、小学校
か らの接続 をふまえて見方・考 え
方を示す ことで、各章の学習で、′
それを働かせなが ら学習を深める
こ とがで き るよ う工夫 され てい

る。

「歴史の技」や 「読み解こう」、
資料解説に付随した「Q」 、各時
間の最後に設けた「表現」のコ‐

ナー、各章末の「学習のまとつと
表現 」 の 中で問い を設 け る こ と
で、歴史的な見方・考え方を働か
せ ることができるよ う工夫 されて
いる。

・ 単元 ごとに設足 されている I歴史
を探 ろ う」では、各エ ピツー ドを
詳 しく紹介することで、学習を深
めることができるよう工夫 されて
いる。

「まなび リンク」では、二次元
コー ドを示すことで、生徒の課題
に応 じて、既習事項に関連す る
様々な情報を収集することができ
るように工夫されている。

I歴史を探ろ う」では、後藤新平
と杉原千畝の功績 を取 り上げるこ

とで、先人の行動か ら国際協調の

精神 を養 うことができるよう工夫
されている。

「歴史を探ろ う」の 「隣国 と向き
合 うために」 とい うテーマでは、
領土をめぐる課題 を取 り上げるこ
とで、国際協調の精神 を養 うこと
ができるよう工夫されている。

東 書
「
集 める」 I誘み取る」 Iま とめ

る」を示すマ‐クとその活動事例
や 学習 の進 め方 を提示 す る こ と
で、歴史的な見方・考え方 を働 か
せることができるよう工夫されて
いる。

「見方・考え方」のコーナーを設
け、 「時期や年代」 「推移」

‐
「比

較」 「相互の関連」 「現代 とのつ

なが り」な どの視 点を示す こと
で、歴史的な見方 a考 え方を働か
せることができるよう工夫 されて
いる。

I地域の歴史を調べ よう」では、
身近な地域の歴史について調査を
す る事例 を取 り上 げて示す こ と
で、生徒が設定 した学習課題 を追
究する際の参考 となるよう工夫 さ
れている。

「歴 史 にア クセ ス」 で、人権平
和、伝統文化等の視点か ら学習内
容を説明 した り、 「Dマ ークヨン

テンツ」で、発展的な学習を促 し
たりすることで、学びを深めるこ
とができるよう工夫されている。

I資料か ら発見」では、絵巻物や
浮世絵などの資料を基に視点を提
示することで、当時の人々の生活
や文化について考えることができ
るよう工夫されている。

「もつ と歴史」で、オ リンピッ
ク、パラリンピックの歴史につい
て取 り上げることで、我が国と世
界各国とのつなが りに気付かせ、
国際協調の精神を養 うことができ
るよう工夫されている。
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Ⅲ 社会

で、歴史的な見方・考え方を働か
せることができるよう工夫されて
いる。

見開き左上の絵図や写真を基に学
習課題を設定 し、課題解決の視点
を示すことで、歴史的な見方・考
え方を働かせることができるよう
工夫されている。

単
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り
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ヽ
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こ
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る力ヽえるＪで韓地域とのヵ、”

却坤変ィヒ、他獅
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1年表」では、世界史 と日本史の

対照表 とす ることで、学習課題 を
追究する過程で参考 とす ることが
できるよう工夫 されている。

「フォーカス」では、歴史的な出
来事やエピンー ドについて詳細な
説明をすることで、生徒の課題を
追究する学習を深めることができ
るよう工夫されている。     ・

・ 文化遺産については、書物の一節
を紹介 した り、現代 とのつなが り
について記述したりすることで、
我が国の摩史に対する愛情を育む
ことができるよう工夫 されてい
るc

・第二次世界大戦の時代 に多 くの
ページを使うて戦争の実情を紹介
することで、平和について考えを
深めることができるよう工夫 され
ている。

学び舎

I日 本人の誕生物語」で、 日
のルーンを様々な視点から取
げた り、 「日本の美の形」で
時代の代表的文化を写真で紹
た りすることで、我が国の歴
対する愛情を育むことをでき
う工夫されている。

のころ世界は」や 「歴史ズー
ン」では、世界 とい う枠組み
で我が国の歴史を提 えさせ る
で、国際協調の精神 を養 うこ
できるよう工夫 されている。

人
上
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し
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の

こ
と

育鵬社
・各章末の I字習のま とめ」で、各

時代 の特徴 を大観 す る問い を設
け、文化や人々の暮 らし等 と関連
付 けて考えさせ ることで、歴史的
な見方・考 え方を働かせ ることが
できるよう工夫されている。

・章末の 「歴史のターニングポイン

ト」で、追究 したい問いや視点を

例示す ることで、歴史的な見方Ⅲ

考え方 を働 かせ ることができるよ

う工夫 されているj

I歴史ズームイン」 Iな で しこ日
本史」では、歴史的事象や人物像
を詳 しく紹介す ることで、設定 し

た学習課題 に応 じて学びを深 める
上で参考 となるよ う工夫 されてい

る。             i

「歴史のターニングポイン ト」で
は、歴史の分岐点に焦点を当てる
ことで、課題 を追究す る学習を充
実 させ ることができるよう工夫 さ
れている。

自由社日 文

・ I歴史的な見方・考え万 とは ?」

で、時系列、推移、比較、つなが

りの四つの視点による学習の進 め

方を提示す ることで、歴史的な見
方・考え方を働かせることができ
るよう工夫されている。

・見開きごとに、 「見方・考え方」
マークで学習課題を解決する手が

か りを示す ことで、歴史的な見
方・考え方を働かせることができ
るよう工夫されている。

「デジタルマーク」!を 付 して発展
的な学習を促 した り、 「歴史を掘
り下げる」で社会的事象や人物に
ついて詳 しく紹介 した りす ること
で、生徒の課題に応 じて学びを深
めることができるよ う工夫 されて
いる。

「チャレンジ歴史」では 「考古学
に挑戦」な ど興味 。関心を喚起す
る資料を提示す ることで、学びを
深めることができるよ う工夫 され
ている。

「地図で見る世界の動き」では、
世界地図の中で、その時代の 日本
と世界 との関係を視覚的に提えさ
せることで、我が国の歴史に対す
る愛情を育むことができるよう工
夫されている。 、

「歴史を掘 り下げる」の特設ペー

ジで領土問題 を取 り上げ、平和的
な解決に向けた交渉の経緯や背景
を紹介す ることでて国際協調の精
神 を養 うことができるよ う工夫 さ
れている。
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Ⅲ 社会

山 )||帝 国
|ア クティブ公民」では、 1対立
と合意」 「効率 と公正」 「分業 と
交換」などにういての課題を設定
し、話合い活動や討論を行わせる
ことで、見方・考え方を働かせる
ことができるよ う工夫 されてい
る。

「章の学習を振 り返ろう」のペー
ジに「見方・考え方を働かせて考
えよう」 とい う項 目を設定 し、具
体的な見方・考 え方 を示す こと
で、章の問いへの答えを考えるこ
とができるよう工夫されている。

I章 の学習を振 り返ろう」で
女口識 を問 う課題 、思考力・

力・表現力を問 う課題が設定
ことで、様々な角度から自分
えを深めることができるよう
されている。

「先輩たちの選択」の コラムで
は、社会科の学習が実社会につな
がることを実感できるようにする
ことで、学習を深めることができ
るよう工夫されている。

断ヽ
る
考
夫

は
判
す

の
二

・ 国際社会の単元では、国運で採択
されたSDGき を紹介 し、持続可能な
社会について考えさせることで、
各国の主権を尊重 し、各国民 と協
力 し合 うことについて自覚を深め
ることができるよう工夫 されてい
ると

「未来に向けて」(「 よりよい社
会を目指 して」では、よりよい社
会形成のための実践例を紹介する
ことで、現代社会の課題を主体的
に考えようとい う態度を育むこと
ができるよう工夫されている。

教 出

「姑立 と合意」 「効率 と公正」を

身近な地域の社会問題か ら捉 えさ
せ るとともに、それぞれの単元の

冒頭に働かせたい見方や考え方を
示すことで、現代社会の見方・考え

方を養 うことができるよう工夫 さ

れている。

「学習の見通 し」では、見方・考
え方を示すことでt問いに対 して

見方・考え方を働かせて、学習を
深めることができるよう工夫 され
ている。

「確認」 「表現」が設
んだことを振 り返った

課題に取 り組んだ りす
学びを深 めることがで

夫されている。

「私の提案 [自 分を変えるt社会を
変える]を つくろう」では、自分自
身の問題 として捉えられるような
課題設定を示すことで、学習の参
考 とすることができるよう工夫 さ
れている。

とＡて
　
ヽ
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」
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れ、学
発展的
とで、
よ う工

I平 和 主義 の これ まで とこれ か
ら」では、平和へ向けた活動をど
のよ うに進めればよいのかを、長
崎の子 どもたちの取組 を示す こと
で考えることができるよう工夫 さ
れている。

・ 各時間の学習内容 に関連す るSDGs
の 目標 を示す ことで、現代社会的
の諸課題 に気付かせ、多面的・多
角的視点か ら解決 に向けて考 える
こ とがで き るよ う工夫 され てい

る。

東 書
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学
夫

I対 立と合意」 I効率 と公正」に
ついて、体育館利用 といつた身近
な例を取 り上げることで、具体的
に考え、現代社会を提える見方・

考え方を養 うことができるよう工

夫されている。

・各単元の学習の冒頭に 「見方・考

Iみ んなでチヤレンジ」では、グ
ループで協力 しなが ら既習事項に

関連 した課題に取 り組む ことで、
学びを深 めることができるよ う工

夫されている。

・ インターネ ッ トを使 つて学習をす
るコンテンンを設 けることで、生

徒の課題に応 じた情報収集 に対応
することができるよ う工夫 されて
いる。

・我が国の伝続や文化に関する教材
を 6ページにわたつて取 り上げる
ことで、我が国の伝統や文化に対
する理解 と愛情を深め、さらには
その継承者 としての自覚を養 うこ
とができるよう工夫されている。

・ 国宝、重要文化財、世界遺産、世
界の記録、無形文化遺産に登録 さ
れているものにマークを示すこと
で、我が国の伝統や文化に対する
理解 と愛情を深めることができる
よう工夫されている。
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図
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Ⅲ

学び舎

I政治の入 り口」では、市議套議

員の立場に立って政策 を主張す石
ロールプ レイ ングを取 り入れ るこ

とで、それぞれの役割 と責任 を学
び、社会の発展 に寄与す る態度 を

育成す ることができるよ う工夫 さ

れている。

。国際協力機構や青年海外協力隊の

活動 を写真で紹介 し、 日本人の活
躍 を見ることで、国際社会の中で

信頼 と尊敬 を得 る 日本人の育成ヘ

とつなげることができるよ う工夫
されていると

育鵬社
グラウン ド使用 とい う身近な具体
例 を取 り上げ、考察 させ ること
で、 「対立 と合意」 「効率 と公
正」 といった現代社会を提える見
方・考え方を養 うことができるよ
う工夫されている。

「持続可能な開発 目標」や 「持続
可能な社会の実現をめざして」で
は、多 くの写真資料や解説を通 し
て現代社会の諸課題を提えるこ と

、その解決に向け考察、構想す
ことができるよう工夫 されてい

で
る
る

「学習を深めよう」では、本文の

学習内容をより身近なものとして
捉えることができる詳 しい資料 と
学習課題を提示することで、課題
解決に向けて構想 し、学習を深め
ることができるよう工夫 されてい
る。

「社会科のまとめJ、 「テーマを
決 めて レポー トを作成 しよ う」
は、既習事項を基に自ら課題を設
定することで、追究 した り解決 し
た りする活動を展開することがで
きるよう工夫されている。

自由社
I対立 と合意」 I効率 と公正」に

ついて、学校生活の身近な例 を取
り上げることで、具体的に考 え、

現代社会の見方・考え方を働かせ

て考えることができるよ う工夫 さ

れている。

「アクティブに深めよう」では、
現代社会が抱えている課題を取 り
上げ、解決策を導き出す話合い活
動を取 り入れることで、現代社会
の見方・考え方を働かせることが
できるよう工夫されている。

I課 題 の探究 」 のペ ー ジで は レ

ポー トや論文 の作成 方法 、デ ィ
ベー トでの議論の仕方を紹介す る
ことで、生徒が 自ら課題 を追究 し
て学習をす る際の参考にすること
ができるよう工夫されている。

・各章のま とめの中に 「学習の発
展」のコーナーを設け、複数の課
題の中から自分の興味 。関心に応
じて選択 し、まとめることで、学
習を深めることができるよう工夫
されている。

「もつ と知 りたい」 のペ ー ジで
は、国際情勢や世界の中での 日本
を考えさせ るテーマを多 く設定す
ることで、広い視野をもつて国際
協調の精神 を養 うことができるよ

う工夫されている。

・巻頭には日本の先端技術、巻末に
は日本の伝統工芸品を見開きで特
集 し、本文の中にも日本や 日本人
の活躍を多く記載することで、自
国を愛する気持ちや態度を育むこ
とができるよう工夫されている。

日 文

・合唱コンクール とい う生徒に身近
な題材を取 り上げ、具体的に考察
させ ることで、 「対立 と合意」
「効率と公正」 といった現代社会
を提える見方・考え方を養 うこと
ができるよう工夫されている。

各学習ページに 「学習課題」 とと
もに 「見方・考え方」を明示する
ことで、学習課題の解決に向けた
手がか りとして活用することがで

きるよう工夫されている。

・ 各学習ページに I深 めよう」を設
け、習得 した知識 を基に、考えた
り話 し合つた りする課題に取 り組

むことで、主体的に学び、学習を
深めることができるよう工夫 され
ている。

・各編のまとめとして 「学習の整理
と活用」を設け、学習内容 と語句
の整理を基に、説明する課題に取
り組むことで、学習を深あること
ができるよう工夫されている。

「私たちの国際社会」では、 日本
と世界の多様 な文化について写真
や資料か ら学ぶ ことで、多文化共
生社会の重要性 を認識 し、国際社
会の平和 と発展 に寄与す る態度 を

育成することができるよう工夫さ
れている。

・巻頭の人―ジには、 「国際社会共
通の目標、SDGs」 として、持続可

!能 な開発 目標を示すことで、より
よい社会の形成について国際的視
点から、積極的に関わろうとする
自覚へ とつながるよう工夫されて
いる。
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Ⅲ 社会

1ペ エ ジあた りの文字数 を多 く
し、情報を充実 させている。 「歴
史へのアプローチ」や 「章のま と
め」の文字を大きく記載すること
で、読みやす くなるよ う配慮 され
ている。

る写真 が記載 されて 「世紀の

界」では、世界史が地図とイラス
トでまとめられ、大観できるよう
にしている。

ののは じめに、

山 川帝  国

・ 本文は丁写な記述 となつてお り、
本文 を補足す る図の解説 もなされ
ているとまたt重要な用語の解説
を同じページ内に記すことで、学
習内容を理解することができるよ
う配慮されている。

配慮 した表現 となつている。ま
た、多 くの漢宇にふ りがなを付け
ることで、誤読を防ぐよう配慮 さ
れている。

・ 小単元の表記は、分か りやす

・漢字にはふ りがなを多 く使用する
とともに、分か りにくい用語につ
いては詳 しい解説を掲載すること
で、本文が読みやす くなるよう配
慮されている。

「日本の話地域」の冒頭で各地方
のイ ラス ト地図を掲載 した り、
「世界の諸地域」では各都市の雨
温図に世界の気候区分の名称を記
した りするなど、学習内容に関連
す る情報 を豊富に掲載す ること
でt興味・関心を高めることがで
きるよう配慮されているЬ

・ 写買資料に加 え、イラス トも多 く
使 われ 、 「タイ ム トラベル 」 で
は、大きなイラス トと資料を読み
取る視点が問題形式で示 されてい

る。

I学習の前に」のページでは、学
習内容 と身近な場面 とを関連付け
るイラス トを掲載す ることで、学
習効果 を高めることができるよう
配慮 されている。

教 出

・ 分か りやすい本文の内容に加 えて
た
説
と

こ

Ｆ

り

の
で
と

・ 平易な言葉で分か りやす く記述す
るとともに、太字の部分は宇体を

変 え、印象に残 るよう配慮 されて
いる。

・漢字には適宜ふ りがなを使用 して
お り、

―
読みやす くするとともに、

記述の表現は身近な生活体験を例
示することで分か りやす くなるよ
う配慮されている。

・ 日本全土を一 日で俯欧できる折 り
込み資料や 「世界の諸地域」 と
「日本の諸地域」の冒頭で見開き
2ページにわたる写真を掲載する
ことで、学習意欲を高めることが
できるよう配慮されている。

用いられ、資料を読み取る視点が
質問形式で示 されている。また、
小学校で学んだ人物が分かるよう
に表記されていると

ジに大 きな写・ 導入のペー

l公民の技」とい うコラムでは、
小学校や高校での学習事項 とのう

なが りを捉えることができるよう
にすることで、生徒の興味 。関心
を喚起するよう配慮されている。

東 書
発行者

観点

を巻末の用語解説のページにおい
て説明することで、生徒が学習内
容を理解することができるよう配
慮されている。

く、読 みや す い 内容 となつてい

る。 「歴 史 にア クセ ス」や 「

物」の説明も随所に記載があり、
確認 しやす くなるよう配慮 されて
いる。

な表現で分か りやす く記述すると
もに、固有名詞などに適宜ふ りが
なを使用 し、誤読を防ぐよう
されている。

公

民

地

理

歴

史

`ま

ヤ` 、 で

の のバ ランス

の課題に関連する大きな写真を
した り、脚注に他教科 との関連を
示すマークを記載 した りす ること
で、学習効果 を高めることができ
るよう配慮 されている。

の関連 を示 した り、指定文化財
分れるよ うなマエクを付けた り
ることで、学習効果 を高めるこ
ができるよう配慮 されている。

番号」を本文にも付すこと
率的に学習ができるよう配
てお り、漫画やイラス トな
富に掲載 し、興味・関心を
学習を進めることができる
慮されている。
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Ⅲ 社会

きく取 り上げられている。巻末の

年表は、写真や図表を取 り入れた
詳 しい内容 となってお り、効果的
に活用することができるよう配慮
されている。

の

学び舎

小単元の表題が大きく分か りやす
い。また、欄外の用語の解説は、
フォン トや色が変えてあ り、印象
に残 るよ う配慮 され てい る。 ま
た、 1ページ当た りの文字数 を考
慮し、読みやすくなるよう配慮き
れている。

育鵬社

・

奮奄 ?議原爾奇墓み露争喜肇じk
充実 させ ることで、文章を分か り
やすくするよう配慮 されている。

か りやすい文章表現で、固
などには適宜ふりがなが使用さ

れるとともに(難解な法律用語に
は補足をつけることで、理解 しや
すくなるよう配慮されている。

有名

詞

・ 分

・ 各章の扉には、 1海洋国家 日本の

歩み」 として、それぞれの時代を
象徴す る船の写真や絵 を取 り上げ
ている。写真や資料 には、読み取
るポイ ン トを示す ことで、学習効
果 を高めることができるよ う配慮
されている。

・ 各章の導入のページに
る多 くの写真資料 を掲
校での既習事項 とのか

すことで、学習意欲を高めること
ができるよう配慮されている。

は
載
か

し、小学
わ りを記

自由社

・ 本文は簡潔 にま とめられている。
重要語旬については太字で記載 さ
れてお り、意味の補足が必要な語
句については、欄外に注釈 として

詳 しく説明す るミとで、理解 しや
す くなるよう配慮 されている。

の関連 を図ることができるよ
に、タイ トルや解説を記入する
とで、学習効果を高めることが
きるよう配慮されている。

う

こ

に は

・脚注に小学校での振 り返 りや他分
野との関連を詳 しく記 した り、重
要な用語について巻末の解説ペー

ジで説明した りすることで、生徒
が学習内容を理解することができ
るよう配慮されている。

・ 全体的に文字 と資料がバランスよ

く配置 されている。 「基本用語」
では、社会科の基礎・基本 となる
用語について丁寧に説明されてい

る。また、 「地域に学ぶ」は、資
料 と文字の レィアゥ トが統一 され
てお り、読みやす くなるよ う配慮
されている。

・ 平易な文章表現で読みやす くする
とともに、重要語句は太字を使用
し、ふ りがなを付けることで、知
識の習得に結び付 くよう配慮 され
ている。

I世界の話地頼」と I日 本の話地
域」の冒頭に、見開き 2ページに
わたって写真 とその説明文を掲載
した り、 日本の各地方の最初の部
分で地形 と人 口密度の図を並べて
配置 した りすることで、学習効果
を高めることができるよう配慮さ
れている。

・ 中世 と近世の屏風を見開き
できるよ うに した り、金剛力士像
の大きさを中学生の身長 と比較 し
た りすることで、学習意欲 を高め
ることができるよ う配慮 されてい

る。            ~

'登場人物のキャラクターの吹き出
しに、写真や図表を読み取る視点
や考 えを深 める問いを示す こと
で、学習効果を高めることができ
るよう配慮されている。

日 文
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山 川

資料 を多 く用いた り、日語訳で表
した り、一部要約 して示 した りす
ることで、生徒が読みやす くなる
よう配慮 されている。

帝 国

・ 文字を濃 く示 した り、資料の周囲
をグレーで囲み、同一の資料の範
囲を分かりやすくしたりすること
で、生徒が学習内容に集中できる
よう配慮されていると

・見開きごとに 「年表イ ンデ ック
ス」を設けた り、章ごとに色を統
― した りすることで、学習 してい
る時代を捉えやす くするよう配慮
されている。

・本文を田んで写買や図表を配置す
るとともに、タイ トルや学習課題
のマー クや色彩 を統一す ること
で(生徒にとつて見やす くなるよ
う配慮されている。

・章ごとに資料の背景色を統一 した
り、本文の文字や資料を見やすい

大きさにした りすることで、読み
やすくなるよう配慮されている。

資
表
と

の
の
＞
」

ど

ど

る

な

な

す

・ 図や グラフ

ウ トや書体
読みやす く

料は、 レイア
現を工夫 し、
で、生徒がよ

り学びやす くなるように配慮 され
ている。

教 出

・ 8ページにわたる折 り込み資料 を

掲載 した り、キャラクターの吹き

出 しに記 された文章を工夫 して表
した りすることでt教科書の内容
が読み取 りやす くなるよ う配慮 さ

れている。

・文
~子

や図表、写冥などの資料を読
み取 りやすいよう大きさを工夫 し
てレイアウ トした り、見分けやす
い色や、色以外の情報を用いた り
することで、生徒が分か りやす く
なるよう配慮されている。

東 書

・ふ りがなの文宇濃度を本文よりも
淡 くした り、不要な陰影や立体感
のあるデザイ ンを用いない こと
で、生徒が学習内容に集中できる
よう配慮されている。

章ごとに資料の背景色を統一 した
り、文字や資料を大きく鮮明にし
た りすることで、読みやすくなる
よう配慮されている。
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民
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Ⅲ 目 社会

学び舎

・淡い色合いを丞調 とした配色
カラーユニバーサルデザイン

慮 してお り、読みやすくなる
配慮されている。

ヽ
配
う

で
に
よ

育鵬社、

章 ごとに資料の背景色を続一

り、文字や写真、図表が大き
明 な もの を掲載 した りす る
で、美 しく、見やす くなるよ

慮 されている。

た
鮮
と
配

し

く

こ

】ク

・ ユ ■バ ーサルデ ザイ ンの視 点 か

ら、図版 には判別 しやすい色の使
用や表示 をした り、見開きごとに
通 し番号を付 けた りす ることで、
確認 しやす くなるよ う配慮 されて
いる。

自由社

・ 写真や図表は比較的サイズが大き
く、上部にレイアウ トされている
ことで、生徒が本文の内容 を理解
しやす くな るよ う配慮 され てい

る。

日 文

・ 凶版 タイ トル の先映 に矢 叩 を付
け、 どの図版 を指 しているか明確
にした り、各ページ右側の章ごと
に色分けしたインデックスを設け
た りすることでt学習内容 と教科
書の記載部分の関連が明確になる
よう配慮されている。

・ 見 開 き ご とに I小 年表 」 と I時

代・世紀のスケール」が記す こと
で、学習 している時代や学習内容
の時間的流れを提えやす くなるよ
う配慮されている。

・ 編 ごとに基本色に違いをもたせ る
ことで、単元 ごとのま とま りを把
握 しやす くす るとともに、本文を

囲む写真や図表な どの資料の レイ
アウ トを統一 し、本文が読みやす
くなるよう配慮 されている。
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公

民
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発行者
観点

3

体バ学
裁 1習
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特ル果
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ザ使
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｀
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表ユ

現手
や

か 見


